


はじめに

昭和52年度に国庫補助金を得て、佐賀県農業基盤整備

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施したもののうち、

乙の肥前町所在の生石遺跡、と唐津市宇木所在の森の下遺

跡をまとめたものであります。生石遺跡は上場地域にお

ける旧石器時代の解明の先鞭として、また、森の下遺跡

は下場地域の古墳時代前期の住居祉であり、ともに学術

的l乙貴重なものであります。乙の報告書が、考古学の研

究の一助として広く活用されることを期待いたします。

なお、両調査に御協力いただいた九州農政局上場農業

水利事業所、 県農地林務部をはじめ、上場開発推進対策

室その他の関係機関の御協力に対し感謝申し上げるとと

もに、本書の刊行を担当された各位に対し、厚く御礼申

し上げます。

昭和53年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長 池田武生
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1 .発掘調査の経過

上場地区では、農林省による上場農業水利事業(国営)と、県による上場地区土地改

良事業(県営)に伴う、道路工事、農地造成・農地区画整理工事、ダム工事等が数年前

から実施されてきている。 52年度にはいり、乙の事業工事に先だって、埋蔵文化財保護

の見地から、 4月27日より 5月7日にかけて事業区域内の踏査を行ない、 6月1日より

遺跡確認のための発掘調査を実施した。乙の生石遺跡は、国営の『万賀里川42団地』の

事業区内にあり、地番は東松浦郡肥前町大浦字生石976番地である。

(1)発掘調査団

乙の遺跡の発掘調査は佐賀県教育委員会が担当し、事務局を文化課において実施した。

発掘調査団は、次のとおり編成された。

調査主任 木下 巧県教育庁文化課文化財調査第二係長

調査員 堀川義英県教育文化課文化財調査第二係

。 松尾音高県教育庁文化課嘱託

調査補助山上 龍九州大学学生

調査助言麻生 優国学院大学講師

協 力 肥前町・町教育委員会・町開発課・九州農政局上場農業水利事業所・肥前

町切木地区地元有志他

(2)発掘調査の経過

国営事業『万賀里川42団地』事業区内の踏査を昭和52年4月28日に実施、団地中央部

の農道切通し地点からナイフ形石器 2点と黒耀石製剥片 5点を採集した。

乙の結果、同年7月より 8月までの41日聞にかけて発掘調査を実施した。グリッドは、

4 m2マスを基本単位として設定した(第3図)。表土中の遺物は、全域に広がっていた

が第 2層以下の遺物の集中地点は、 11区、 LO区、 911区、 1011区、 1211区、 MO区等

にみられた。農道より西側では、遺物の出土はほとんどみられなかった。 11区西部分は、

土層状態は良好で、第5層まで遺物の出土を確認できたが、 11区の中央部・東部分は乳

牛の放牧場であったため、表土が深く入り乙んでいた。 III区は、表土がうすくて基盤に

すぐ達する土層状態であった。 W区は、数年前みかん畑造成で、ブ、ルがはいった際l乙南

側が削平されていた。また、 MO区では、配石遺構が検出された。
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(3)発掘調査日誌抄

7月2日 器材搬入

7月4日 I・II区にグリッドを設定し、 II区より表土はぎ作業にはいる。

7月6日 I区表土はぎ開始。町助役ら 3人見学。

7月7日 I区1層の実測、遺物とり上げ、ナイフ形石器、石核、細石刃など出土。

7月9日 II区2層の作業にはいる。

7月11日 II区2層の写真撮影、実測、遺物のとりあげ。角礁を含む黄褐色土層

(赤土)になると遺物の出土なし。

7月13日 III区にグリッドを設定し表土はぎ作業にはいる。

7月16日 II区を西側へ拡張する。 III区表土層からの出土は多いが、遺物包含層はう

すくて基盤にあたる。

7月18日 II区3層の作業にはいる。 3層の実測写真撮影。

7月21日 III区遺物取り上げ。

7月23日 II区4層にはいる。 III区を東へ拡張しグリッドを設定する。

7月26日 III区一17番通りの表土はぎ作業開始。 II区4層遺物取り上げ。

7月27日 N区にグリッド設定。

7月28日 II区4層の作業にはいる。上層では遺物なし。

8月1日 II区5層をさらえて基盤まで掘り下げる。土層図の実測。 LO・911区の

拡張。 8M区で配石遺構確認の為、東西部と南部へ拡張する。

8月3日 III区写真撮影 ・実測 ・遺物の取り上げ。

8月6日 10II区、 12II区を拡張する。

8月9日 麻生優先生の現地指導。 I区の東側を農道まで拡張する。町文化財専門委

員見学。

8月10日から、 18日まで遺物整理と盆休みで作業中断。

8月19日 MO区の配石遺構の実測を開始。遺跡の範囲確認のため西の峰の方へ30m

間隔で4m2マスのN区グリッドを設定する。作業員を本日より10名程度比減らす。

8月23日 LO区の 2層を下げる。 MO区の実測。

8月27日 N区の平板測量 ・土層実測。

8月30日 LO区の写真撮影 ・実測および遺物取り上げ。

8月31日 全地区の平板測量終了。土層断面図作成。発掘調査を完了する。

9月1日から 遺物整理作業。

11月3日から 5日 肥前町第2回文化展へ遺物を出品する。
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2 .生石遺跡の位置と環境

(1)地理的環境

佐賀県の北部l乙、玄海灘にむかつて掌を突き出したように位置している半島が東松浦

半島である。乙の半島の北端から壱岐、対馬を経て、朝鮮半島・大陸につながるルート

は、最も近く、古くから往来も開けていたものと推察される。乙の東松浦半島は通称上

場台地とよばれ、行政上は 1市(唐津市) 4町(呼子、鎮西、玄海、肥前)に分かれて

いるが、交通、産業、文化的には、一体化している。上場地方は佐賀県のチベットと俗

称され文化的・産業的にもとり残されてきたが、近年になって国鉄呼子線の敷設、上場

開発水利事業、県営畑総などの事業で急ピッチに開発の波がおしよせている。

上場台地を地質的にみると、玄武岩が広く面状に噴出して、第三紀層を覆った平坦な

台地であり、乙の玄武岩山地が侵食をうけて細長い谷ができた頃地盤が沈降して、現在

みられるような複雑な海岸線があらわれたとされている。つまり湾入部が古い谷で、 岬

や島はその峰にあたっていた場所であるといえる。上場台地上の高い地点は、石高山の

262mを最高に、野高山の260m、熊の峯の228mなどがあげられるが、約200mラインの

広い準平原状の高原が波状的に広がっている卓状台地といえる。

生石遺跡は、伊万里湾を西に見て、上場台地の南西端、海抜約190mにあり、 卓上部

の最突端に位置し、海抜211mの丘陵の東側鞍部にある。

生石遺跡の周辺には、現在みられる溜池の近隣を中心にして数多い遺跡、がある。例え

ば、半径 1凶の円内l乙、 18か所と溜池と20か所の先土器・縄文の遺跡・遺物散布地(生

石を含む)を数える ζ とができるのであって、上場台地の溜池が原始時代以来人々の生

活にいかに必要であったかを物語るものであろう。

南側は台地の急斜崖で、大浦岡の民家の並ぶ標高100mラインまで下り、そこより海岸

線までは棚田が続くが遺跡より海まで直線距離にして700mである。 また国道204号線を

南下すると約20km，乙黒耀石の原産地である腰岳がある。

(2)歴史的環境

大陸に近い『上場台地』はその歴史も古い。先土器時代の遺跡として、猿口、分校入

口、牟田辻、女山、佐志田、名場越、五反田、一本松、神集島(以上唐津市)、赤川原、

原、轡原、切立、ダイラ(以上鎮西町)、敷田、日の出松、 牟田、白畑西、花の木 (以

上玄海町)、小川、殿の浦(以上呼子町)、七津江、納所小西、龍田、おしとう(以上

肥前町)などが知られている。 1955年頃からの踏査採集で「わが国有数な先土器時代遺

跡の密集地」であると指摘されてきたが本格的な発掘調査はまだ数少ない。

縄文時代になると、早期の遺跡として笹の尾、西唐津海底、前期l乙牟田の辻、申期l乙

3 



赤松遺跡などが代表としてあげられる。その他、女山、黒龍、十連溜(以上唐津市)、

波声、管牟田、中川原、石室(以上鎮西町)、小友、大久保、殿の浦西(以上呼子町)、

牟田、敷田、日の出松、高石海岸(以上玄海町)、深田、松の木、仁田野尾溜、八斗蒔

溜(以上肥前町)などの遺跡もあげる乙とができる。

先土器時代から縄文時代にかけては、上場台地全体が人々の生活の場であったが弥生

時代に入り稲作農業が普及してくると、下場の鏡、宇木、北波多などの沖積低地部に人

々の生活の場の中心は移っていったものと推察されるのであり、上場台地の遺跡数は大

きく減っている。それでも海岸線付近には弥生時代の遺跡の散布がみられる。

弥生時代前期の遺跡に、鼓、野原(唐津市)、中期に、中川原、塩鶴(以上鎮西町)、

大友、加部島(以上呼子町) 、後期に、竹迫、馬場野、尾頭遺跡(以上唐津市)など

があげられる。

古墳時代になっても、ひき続き海岸線地帯が主な生活の舞台であったといえる。中期

の古墳に鼓古墳(唐津市)があり、後期になって前方後円墳の瓢塚(加部島)が代表と

してあげられる。その他に、鬼塚(唐津市)、小友、尾の上、狐塚、鉢の底、お手洗、

鬼の園、唐平田、二軒屋(以上呼子町)、中野、波戸、大平、宮の本(以上鎮西町)、

岩盛、野田、普恩寺(以上玄海町)、深田、音元(以上肥前町)などの古墳・集落遺跡、

があげられる。しかし、調査はまだ十分に行なわれていない。

その後、歴史的空白は長く続くが、 16世紀末豊臣秀吉が、朝鮮進攻の本営を鎮西町名

護屋に定めて一躍脚光をあびた。その名護屋城祉と百数十の陣祉の一部は今も残ってい

る。

藩政時代にはいり、呼子を拠点とした捕鯨業は玄海漁民の活路を開いたが、畑作l乙生

きる農民たちは台地農業の苦しさから脱脚できずに現代に及んでいる。

なお、上場(離島)地区の文化財調査で発掘調査が実施された遺跡は次の通りである。

分校入口遺跡 (先土器・縄文)1958 

女山・笹の尾遺跡 (先土器・縄文)1960・10 日本考古学会

原遺跡 (先土器・縄文)1963・8 明治大学

馬渡切立遺跡 (先土器)1964・8、1965・8

赤松遺跡 (縄文)1967・8

大友聾棺遺跡 (弥生)1970・8 県教委

瓢塚 (古墳)1972・3 佐賀大学

鬼塚 (古墳)1972・1973・8 唐津市教委

小川貝塚遺跡 (縄文・弥生)1975・8 呼子町教委

-4-
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山城遺跡 (名護屋城陣祉)1976・8 県教委

3 .生石遺跡の遺構と遺物

(1)生石遺跡の遺構

①生石遺跡の土層 (第4図)

上場地区の土層で一般的にいえることは、基盤である玄武岩質安山岩の風土壌のロ一

一ム層が薄く、表土からすぐ基盤に達する場所が多いという乙とである。従って、畑地

などでは、安山岩の風化礁が耕土の中に思しくみられる所が多い。

生石遺跡でも、西区やIII区の東部では乙の傾向がみられ遺物包含層であるローム層質

土層が薄い。 W区は、畑地造成の際削平されていた。そこで比較的良好な11区南壁の土

層を第4図に示した。

②生石遺跡の遺構 (第 5図)

MO区で配石遺構と思われる石組が検出された。東寄の北向斜面に、東西6m、南北

11m IL広がる三角形状の配石である。 110cmから20cmぐらいの、大小約200個の玄武岩質

。 1M

ト一一一一ーγ一一 『 一~一一一一一一」

1層(表土層):表土粘性なく、しまりの悪い宵植土。

2層:黒褐色土層。しまりは悪く、粘性はやや良。l層より 明る く、商植分を含まない。

3層:褐色土層。しまりは悪く、粘性はやや良。 2層よりやや明るい。含有物は 2層と

変らない。

4層:茶褐色土層。しまりは悪く、粘性は良い。土粒が3層より小さく、比較的粘土質。

5層:赤褐色土層。しまり悪く、粘性は良l'oいわゆる赤土。

6 a層 :黄褐色土層。基盤のブロックを多量に含み、基盤の上層部である。

6 b層:基盤。

-7 



第5図 MO区配石遺構実測図
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安山岩であって、岩石の多くは平坦面を横に用いている。石の上面のレベル差は約1m

である。遺構は、中央部、南部、北部に分かれる。中央部は、南北約3m、東西約4m

の範囲にある。西側に40cmから20cmの約20個の角礁を環状に並べる。それを約40cmから

100cmの丸石がU字状に囲む。環状石組の中からは炭化物や焼土の確認はできなかった。

中央部から、 50cmから70cmクラスの平石が中心部を約5m南下し、その西側に丸石が並

行している。中央部より北部にかけて、正稜斜面を登るように、東西l乙分かれた一条ず

つの配石である。

配石遺構は第 2層から 3層l乙及び、 3層はわずかだが炭化物を含む。供伴遺物は 2

層からスクレイパ一、台形石器、石刃など20点、 3層から石刃の一点がある。

(2)生石遺跡の遺物の分布

4 m2桝掘りの結果、遺物の集中地点を見つけるために拡張したグリッドは、 11区(第

6図)、 911区(第7図)、 1011区(第8図)、 1211区(第9図)、 LO区(第10図)、

MO区(第11図)である。
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第6-1図 11区2層遺物分布図
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第 6-2図 II区3層遺物分布図
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(3)生石遺跡の遺物

出土石器

G F 

生石遺跡の出土遺物総数は1880点であり、表土層(1層)より474点、 2層より855点、

3層で280点、 4層で256点、 5層で15点出土した。出土資料の割合は第12図、第13図に

示すとおり である。石器率をみると 3・4層が共通した点がみられそれと 2層が若干異

なる。前者の方が石器率は10%程 (同時に剥片率も少い)低いが剥片率は20%程高い傾

向を示す。細石刃は 2・3・4層ともに30-40%と多量に出土しているのに比して、細

石核は 2層からの一点のみである乙とが注視される。ナイフ形石器は層位が下がるのに

比して少なくなる。台形石器は2層に集中し、 3層以下の出土はみられない。3層は 2

・4層に比して細石刃は10%程少ないが、刃器は逆l乙20%程多い傾向にある。石核は3

• 4層l乙比して 2層が多い。石鍛が2層まで混入しているが耕作や撹乱の際l乙生じたも

のであろうし、同時に表土に包含された石器もそうした撹乱の際浮上したものであろう。

土器片の出土は全くなかった。第5層の出土点数が極端に少ないのは第5層まで確認で

きる良質な場所が狭かったことにも起因している。以上のように各層位の聞には特徴の

-10-



第 6-3図 II区4層遺物分布図
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第 6-4図 II区5層遺物分布図
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差は認められるが層位的に時代的な差を明らかにするまでにはいたっていない。

①ナイフ形石器 (Knifeblades J 第21図 1 -54) 

第 1層から 4層にかけて出土した54点のナイフ形石器(すべて黒曜石(obsidian)製)

は第21図のとおりである。分類にあたっては『原遺跡』を参考にした。稜の通った刃器

を素材として用い、ナイフ形石器としての形状、調整加工が整っている {a群〉と、不

整形な剥片の一部に調整加工を施したくb群〉に分類した。 b群は一般に鋭い尖端をも

たない切載主体の機能をもっナイフ形石器が多く、 一万整った形状をもっ a群は鋭利な

尖端とそれにつづく鋭利な刃部をもち、ナイフ形石器の主要な機能である刺突具として

の形態を備えたものである。

ナイフ形石器の形状

i) < a 1類〉 大形のナイフ形石器で、全長の 2分の lないしはそれ以上の長い刃

部をもち剥離 (blunting) が徹底して丹念に行なわれている。 (1・2・16....，20)

1 .縞状に僅かに不純物をもっ不透明の黒耀石を用いている大形でかつ幅広の木の葉

状をしたナイフ形石器である。刃長は器長の63%を占め、幅広の刃部には使用痕色思わ

せる剥離痕が著しい。背を作るための細部加工は下辺は傾斜がゆるやかであるが器厚の

厚い上辺の部分は直角になり、先端部は鈍角に剥離されている。右辺は比較的ゆるやか

な傾斜で加工されている。下辺では左右とも直線に近い外壁の傾向をみせ、上辺は内響

ぎみな直線で先端l乙達する。尖端をわずかに失損している。

2 .半透明の良質の黒耀石を用いる。打癌の万向は先端部にある。器長の64%もある

長刃の刃部をもら、薄手で整った形をしている。縁辺は内轡し使用痕と思われる剥離痕、

-12-
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第10図 LO区遺物分布図

ー一三一一一ー一ーー-~一一一一一~一一一ー一一一~一------

。。

@ 

.・

。。

2M . 

三士戸二「どこ子戸二コ
‘. 。 。

12 ，9 
企

26 企 35 
.， 

@。 @ 

e 91.. -， 
24 @ 

.・

6ロ

， a 
，9 '; 

9 e，・
。.。 。。国

， ， 

23 7 . 
。

。.。 ， . 

企。
。。

'. 。 14 ・
。ー

. .29 

-14-

@ 

@ 

ιーー戸--戸

@ 

• 

..‘@ 
6 

「一一一一一一
骨 ナイフ陪石器
.細石刃
口台昨石盟
企彫器
合細石棺
台石儲
.ポイ ノ ト
ムスクレ イバ-

a断面三角
図石 鵬
白石刃

×石 雄
・フレイク・ヲ"プ・スポール

• 

J 

....-一一一一一一一一一一一一一一一一一(ーー←一一一

2M 

十

， . 。。。 2 

。
0 ' ・

・.10'
切食除細石石紘核

8 • 321， . ポイン 卜
A スクレィ，守ー

.;. c..。 企断面三角

.. 思×石石石 雄融刃

.7レイヲ・ヲ-，プ・スポール
0._
0 0 

。. . 
、.
，9 



第11図 MO区遺物分布図

干~~_.... .. . .: :í: 三 土三三

三~. 二ーイ

ー一一------ー ~ 
ー司」寸一

。2

2M 

16 
<l [Fイフ形石器

石刃
口台市石器
企串盟
*細石級
会石 核
.ポイ J ト
"‘ス クレイ，，-
企断商三角
図石雄
骨石刃
×石 融
・フレイク・チッブースポール

一 一一一一一ート --L-一一

一一一一一~

@ 

@ 臼

擦痕が残っている。先端は非常に尖鋭であり、わずかな欠損がある。細部加工(chipping) 

は、刃部の反対側にあたる左縁全体と基部l乙近い右縁の下辺に施される。また、先端部

の1.3cmは正面側からも剥離加工している。先端部は鈍角の傾斜でわずかに外骨し、下

辺は急傾斜の細かい剥離でわずかに内聾している。右辺の加工は細かい剥離で直線的で

ある。保存状態はよい。

第12図層位別出土遺物数 ( )は器種率

誌で ナイ フ
石台 形器 彫器 細石刃 刃 器 その他 細石核 石絞 S砕~片片と 石鍛 計型石器

1 15 2 。 41 38 7 。 11 353 7 474 
2 31 6 7 99 83 24 1 11 593 3 855 (12) ( 2) (3 ) (40) (33) (10) 

3 5 。 。 16 28 4 。 1 226 280 (9 ) (30) (53) (8 ) 

4 3 。 1 17 14 4 。 2 215 256 (8 ) (3 ) (43) (36) (10) 

5 。 。 。 3 。 。 。 。 12 15 

言十 54 8 8 176 163 36 1 25 1399 10 1880 I 
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第13図 2.3.4層の石器百分比

|以T石 器 朝l片 砕 片 石 核
1 

2 250 229 364 12 (29)% (27)% (43)% (1 )% 

3 53 52 174 1 (19) (19) (62) (0.4) 

4 39 55 160 
2 

(15) (21) (63) (1) 

5 

言十



16.漆黒で良質の黒耀石を用いる。幅広で大形のナイフ形石器である。打癌(Bulb)の

方向は基部にあり、器長の66%をしめる刃部は右縁上辺にある。基部側は直線l乙近いが

先端部ほど大きく外轡して使用痕と思われる剥離痕が表裏に多くみられる。背を作り出

す細部加工は急傾斜の剥離が両端ほど丹念に施される。背部の外轡は対称になされ整っ

ている。

17.半透明の良質の黒耀石を用いる。大形かつ幅広で、比較的薄手の整った刃器(Blade) 

を素材にしている。刃部の使用痕は表裏とも多く、正面の縁辺に剥離痕が刃部上半身及

び裏面には擦痕が不規則に定る。背の部分はほとんど直角に近い傾斜の細かい剥離で調

整され、弓なりの整っかカーブ(直径約 9cmの弧)を作り出している。左辺の調整加工

はほぼ刃長と同じ長さで大きく内響させ細かい剥離が末端まで施されている。保存状態

はとても良好。

18.出土した中で最大のナイフ形石器である。自然面を残したままの刃器を素材にし

ているが、比較的薄く整ったものである。背部の剥離は大きいが丹念に二重に調整され

弓なりのカーブも整っている。保存状態が悪い。

ii) < a 2類〉切出形のナイフ形石器といえるものである。小形のものが多いがなかに

は3.5cmI乙近いものもある。稜が刃部にそって走るもの(横刃)と、稜が背部にそって

走るもの(斜刃)、及び刃部が背に平行し基部器幅の中心にくるもの(縦刃)がある。

O横刃 (4・5・21) 0斜刃(3・22・47・48) 0縦刃 (23)

4.茶灰色に風化しているが良質の黒耀石を用いる。正面の中部と上部は横打の剥離

のある刃器状剥片を素材にしている。細部加工は裏面からのみ行ない左右辺ともに急斜

をなしている。背部は整ったカーブで外響し、右辺は、内轡する尖端は背からの剥離で一

層鋭利に作られている。刃縁は直線l乙近く刃こぼれが見られる。基部は左右から訣りぎ

ににていねいに仕上げている。

5 .器質、素材、形態とも 4に似る。打癌の方向は基部にあり、基部の加工は左右縁で

扶って、細かい剥離が施されている。

21.縞状にわずかの不純物をもっ半透明の黒耀石が用いられている。正面は刃部の剥

離面を除き自然面を残したままである。左上辺の刃部は外響し、 使用痕と思われる剥離

痕が見られる。細部加工は左右辺とも細かい剥離で調整され、外轡する整ったカーブを

示している。基部は両辺が鋭く交わる。先端は二本の樋状剥離 (Fluting)で調整されて

し、る。

3 .刃長の短かい部厚い刃部は直線に近い縁辺をもち、わずかに刃こぼれが見られる。

背を作るための剥離は、先端部は正面側より、基部側は裏面より施し、基部に近くなる

程細かくなり、外轡する。左辺は細かい剥離で直線を呈する。基部は薄くて少々欠損し

ている。
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第14図 ナイフ形石器の計測 (一一 測定不能)

¥石番、号器、¥ 
出土
層位 分類 素材 打点

最大 最大 最大
刃長 刃幅 欠損部

使用痕
備 考地点 器長 器幅 器厚 の有無

叩 m 国 αn 四

1 15B 1 a 1 刃器 先端 5.85 1.95 0.76 3.71 1.18 O 

2 2L l a 1 刃器 先端 4.40 1.42 0.43 2.80 0.72 7と会'c O 両面加工

3 2区 1 a 2 刃器 先端 3.17 0.98 0.40 1.37 0.52 7信念'c
切り出し型で刃部
が短い両面加工

4 2区 1 a 2 剥片 先端 3.51 1.24 0.49 1.86 0.72 フ信士1コ・

5 LO 1 a 2 剥片 基部 2.94 1.14 0.50 1.56 0.47 7とと'c

6 2区 1 a 3 刃器 先端 3.20 1.52 0.49 1.90 1.07 先欠 a 3型刃の部典が型広的な
もの い

7 12II 1 a 3 刃器 先端 14.5 0.37 先欠
基

8 2区 1 a 4 刃器 先端 1.10 0.24 1.81 0.40 基欠 O 

9 2区 l a 5 刃器 先端 3.88 1.18 0.55 2.43 0.68 先欠 O 大型のa5型

10 2区 1 a 5 刃器 先端 0.86 0.50 1.55 0.65 基欠 O 

11 2区 1 ワ 剥片 先端 0.95 0.32 0.52 先欠

12 12II 1 ワ 刃器 基部 1.62 0.43 先欠
基部裏面l乙調整剥
離あり

13 LO 1 a ? 刃器 先端 1.35 0.40 0.97 先欠 O 
基

14 13A l a ? 刃器 基部 0.27 先欠
基

15 LO 1 a ? 刃器 先端 先欠 O 小型

16 9II 2 a 1 刃器 基部 4.81 1.95 0.59 3.16 1.04 フ句会'c
基部をうすくする
ための剥離あり

17 13C 2 a 1 刃器 先端 6.42 1.91 0.58 2.97 0.85 ブ己主'c O 

18 9II 2 a 1 刃器 先端 4.44 2.62 0.62 1.40 基欠 O 大型のナイフ

19 12II 2 a 1 刃器 先端 2.08 0.79 1.20 先欠 主剥離面基部l乙加
工

20 2区 2 a 1 刃器 先端 3.90 1. 74 0.46 3.23 1.54 先欠 主剥離面基部11:.加
工

21 9II 2 a 2 剥片 先端 3.45 1.35 0.57 1.60 0.49 フ%

22 9D 2 a 2 刃器 先端 事欠

23 LO 2 a 2 刃器 先端 2.28 0.88 0.32 0.94 0.73 フと土'c O 

24 L 1 2 a 3 刃器 先端 3.79 1.68 0.61 2.66 0.88 7と土'c O 
基部の調整が不完
全

25 2区 2 a 3 刃器 先端 3.10 1.05 0.44 1.60 0.78 先欠
刃幅の広い切出し
形

26 L 1 2 a 3 剥片 先端 3.70 1.24 0.55 2.13 0.70 7士E・ O 

27 2区 2 a 4 刃器 先端? 1.01 0.32 0.57 基欠
背

28 2区 2 a 4 剥片 基部 0.92 0.30 0.55 基欠 O 刃部を二段l乙加工背

29 LO 2 a 4 刃器 先端 1.16 0.42 3.0 0.42 基欠

30 1区 2 a 4 刃器 先端 1.19 0.36 0.78 基欠 O 先

31 10B 2 a ? 刃昔苦 先端 基欠 O 背

司
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|¥ 鰐¥出土 層位 分類 素材 打点 最大 最大 最大 刃長 刃幅 欠損部 使用痕 心情 考
地点 器長 穏幅 器厚 の有無

cm 開 叩 師 開

32 LO 2 a ? 剥片 先端 1.39 4.1 0.74 基欠 O 

33 9A 2 a 5 刃撚 先端 3.07 0.90 0.31 1.67 0.63 プ信士ロ， O 刃部先端を加l工

34 2区 2 a 5 刃昔話 先端 3.0 1.09 0.44 1.67 0.93 先欠

35 LO 2 a 5 刃器 先端 2.90 1.06 0.42 1.52 0.57 信7士'G O 

36 2区 2 a 5 剥片 先端 0.95 0.48 0.50 先欠 O 

37 13E 2 b 剥片 基部 4.71 1.98 0.73 4.24 1.17 jと'G 裏刃刃部[側fii二tiζE節剥も，閥よJt隣がりなないる

38 16A 2 b 刃器 先端 1.16 0.59 1.05 基欠 剥離を表裏から

39 2区 2 b 刃器 先端 1.56 0.69 3.03 0.60 基欠 O 

40 2区 2 b 剥片 基部 1.23 0.51 
上0.38基欠
下0.74先

41 2区 2 b ? 刃器 基部 4.51 2.01 0.92 2.93 0.85 刃傷 O 

42 2区 2 a ? 刃骨量 基部 0.93 0.36 先欠 O 

43 10II 2 ワ 剥片 先端 0.60 先欠

44 10D 2 a ? 刃骨量 つ 0.27 0.61 先7，尺- O 
基

45 10B 2 a ? 刃器 先端 先欠
基部裏商l乙加工あ

り

46 13C 2 a ? 剥片 基部 0.20 背欠 O 

47 2区 3 a 2 刃器 先端 2.35 0.92 0.34 1.17 0.46 先傷 O 

48 2区 3 a 2 刃穏 先端 1.04 0.32 0.47 先欠 O 

49 2区 3 a 3 刃器 先端 3.62 1.19 0.36 1.95 0.91 先傷 O 

50 2区 3 a ? 刃器 先端 1.24 0.44 0.91 基欠

51 2区 3 a 5 刃器 先端 0.93 0.25 0.36 先欠 O 

52 2区 4 a 4 刃器 先端 1.25 0.3 1.48 0.57 基部 O 

53 2区 4 a 4 刃器 先端 1.35 0.43 0.77 基久 O 基部裏調整あり
先

54 2区 4 a 5 刃器 先端 3.52 1.26 0.51 2.39 0.85 先傷 O 出は〆テi維fllィなにノ担刃lグ離向はi使を表用使裏痕う耐1m素プか材ラら

第15図 ナイフ形石器の分類 (番号は石器番号)

ぶて a 1 a 2 a 3 a 4 a 5 b 不明

1 . 2 3 . 4 . 5 6 . 7 8 9 .10 11 

2 
16.17.18.19 

21 .22 . 23 24 .25 .26 27.28.29.30 33.34.35.36 
37.38.39.40 31.32.42.43 

20 41 44.45.46 

3 47 .48 49 50 .51 

4 52 .53 54 

口。
句
4
4



47.半透明の良質の黒耀石を用いる。形態は 3と似るが3より小形で部厚い。最大厚

が基部にあり先端は鋭く、刃部には使用痕と思われる剥離痕が中央部から基部の方に集

中している。

23.黒縞のはいる半透明の良質の黒耀石を用いる。器長器幅とも54点の中で最小のナ

イフ形石器である。背部の加工は細かく直角に近い急斜の剥離で響曲の大きいカーブを

示す。 ほぼ中央部に大きな扶りのある点は注意される。左辺は背部の訣りと合わせるよ

うな内管を示す。基部も丹念に加工されている。先端部は背からの剥離で鋭利に整えら

れている。背と平行に走る刃部に短かく使用痕が見られる。

iii) < a 3類〉 全体に三角形l乙近い形状をもつもので、背部が直線に近いものが多

い。また肩平で幅広い刃部を形成する例がある。 (6、7、24.....26、49)

6.縞文様のある良質の黒耀石を用い、幅広の刃部をもっ三角形の切出形のナイフ形

石器である。背部加工は入念に施され、先端及び基部から中心にむかったこか所で内轡

するが、乙の傾向は左辺にもみられる O 基部は錐器を思わせるように鋭利である。刃部

はほぼ直線を呈し、使用痕と思われる刃乙ぼれがある。

24.半透明の良質の黒耀石を用いる。主剥離面 (Mainflake surface)の凹凸の差が

大きく 、刃部が外聾する。幅広の刃部には、使用痕と思われる剥離痕が緑辺全体に残さ

れている。背部を作り出す剥離は直角に近い急斜をなし、やや外讐ぎみである。先端は

鋭く尖らせている。基部の器厚はうすく剥離調整はなされていない。

25.漆黒の黒耀石を用いている。全体的に部厚いが、小形精良のナイフ形石器である。

刃長は器長の52%あり、刃乙ぼれがみられる。先端を欠失している。

26.中央部が極端に部厚い刃器状剥片 (Bladeflake)を用いてし泊。左右辺とも先端

部が鋭角の三角形を呈する。細部加工は入念に施されている。刃部はやや内外l乙カーブ

するが直線に近く、全縁に使用痕(剥離痕)がみられる。基部裏面に調整がある。刃部

から二条の並行剥離 (Ripplechipping) を施し、その内側l乙軽く背部側から加撃して剥

離していて、基部が薄くなっている。

49.漆黒で良質の黒耀石を用いている。刃部の広い、 基部のしっかりした、 三角形を

呈するナイフ形石器である。器厚は全体的に薄く、刃長が比較的短い整った形状を呈す。

iv) < a 4類〉 刃部の形や位置はちょうど a1類と a2類の中間的といえるもので

ある。薄手の素材が用いられ、全体l乙小形で木葉状の形状をもつものである。周辺の調

整剥離が少ないのも特徴といえる o 出土品の中で完形品がなL、。 (8、27-30、52、53)

8.薄手で縦長のナイフ形石器である。細部加工は左右辺とも急斜で細かく剥離され

ている。先端は背部加工で約35度の鋭利さに仕上げられている。刃部はほぼ直線的で中

央部基部側に多くの使用痕がみられる。基部を欠失している。

27.半透明の黒擢石を用い、細身で薄手の小形ナイフ形石加である。最厚部が先端l乙
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あって，刃部が大きく外轡している。基部と背部を欠失している。

28.刃器状剥片を素材にした、小形薄手のナイフ形石器である。 27と同様に基部と背

部を欠失しているが、刃部側下辺の調整剥離は確認できない。背部は整った弓なりのカ

ーブを画いている。打癌の方向は基部にあり、刃こぼれが多い。

29.縦長で薄手である。背部を作り出す剥離はまず間隔をとって大きく施乙し、その

あとに細かな二次調整を加えている。先端は内轡させながら鋭く作り出している。刃縁

は凹凸はあるが直線に近い。使用痕も確認できるO 最厚部は先端にあって、基部側は極

端に薄くなり欠損している。

52.薄手幅広のナイフ形石器。最厚部が先端にあり細部加工は、背部の上半身のみに

施される。基部は非常に薄く欠損している。刃部は中央部が外轡し使用痕がみられる。

尖端は鋭い。

53.薄手で幅広、中形のナイフ形石器で、ある。細部加工は52と同じく背部上半身のみ

に施されている。

V) < a 5類〉 小形で柳葉形を呈する。槍先形尖頭器に近い形状をもっナイフ形石

器である。(9、10、33-36、54)

9.半透明の微気孔の多い黒耀石を用いる。打癌の方向は先端部にある。厚手ではあ

るが整った柳葉形である。背を作り出す剥離は、大きく急斜に加工されたあと二次調整

が施されている。背部の厚さに比して刃部は薄手である。最厚部は基部にあり、それを

薄く削るように裏面調整がなされている。裏面の加工は基部の方向から 4回の剥離で調

整されている。

10.半透明の黒耀石の部厚い刃器を素材にしている。小形で、刃部の断面角は鈍く中

央部で42度ある。使用痕と思われる剥離痕は刃部の下辺に多く深く観察される。

33.漆黒の良質の黒耀石を用いる。小形で縦長の柳葉形の精良なナイフ形石器である。

刃長は比較的長くて器長の54%あり、わずかに内轡している。先端は器心に向かう一本

の樋状剥離(fluting)で更に鋭さを増し、尖端から元部まで使用痕がみられる。背を作

る剥離は、基部側は傾斜がゆるやかだがだんだん急斜し、先端では鈍角になっている。

右辺の調整は細かい剥離でなされている。

34.半透明の比較的良質の黒耀石を用いているが主剥離面 (Mainflakesurface) の

ringが深いために刃部が凹んでいる。細部加工は入念に施されてJ先端部近くでは傾斜

が少なく尖頭状の鋭利さをーそう増している。使用痕と思われる剥離痕が尖端部にもみ

られる。

35.主剥離面の屈曲が大きい刃器を用いているが、精良なナイフ形石器で、ある。最厚

部は基部にあり、 三角状に丁寧に剥離調整がなされている。刃部は外管し、全縁l乙使用

痕がみられる。
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54.器幅はやや広めで、整った形状のナイフ形石器である。背部を作り出す加工は、

主剥離面から行なわれているが、尖端から中央部へ2伽1mは正面からも調整されている特

殊加工である。刃部は、先端部の約16mmと中央部の約8mmの刃の二段の刃より成る O 使

用痕と思われる剥離痕は中央刃部にはほとんどみられないが、先端部の刃には深い剥離

痕が一面にみられる。基部裏面l乙調整剥離があり、左より 4撃右より 3撃の剥離は並行

剥離を思わせる。打癌 (Bulb)は先端の方向にある。

vi) < b類〉 不整形な剥離を素材にした切蔵主体の機能をもっナイフ形石器である。

(37-41) 

37.半透明の良質の黒耀石を素材にしている。右辺を刃部にしているが上下部に分か

れ両刃とも内管している。使用痕は両刃とも各々中央部分より先端側にみられる。背を

作り出すための剥離は急斜角で、先端部をめぐって入念に施され整ったカーブを呈して

いる。右辺の調整は最小限にとどめている。

38.表裏とも稜のない剥片 (Flake)を素材にしている。背部の加工は、表裏面から調

整する特殊加工である。裏面は全縁にわたって調整されていて、それに加え、正面から

は先端部から18mmの部分を調整している。刃部側の調整剥離は行なわれていない。使用

痕は全縁に認められるが上辺の方が大きい。基部を欠失している。

39.微小気孔の多い黒耀石の剥片を素材にしている。約7mmの最厚部カ還部にあり、全

体的I乙部厚い。背を作り出す剥離は急斜に入念に施され、ゆるやかなカーブを呈する。

左辺の調整はとても少なし基部は切取られている。使用痕と思われる剥離痕は全縁に

入っていて上辺部は特に深くて大きい。

41.気孔の多いあまり良質でない黒耀石の剥片を利用している。細部加工はなくナイ

フ形石器と呼ぶには疑問だが、 素材形態それに使用痕の状態からナイフ形石器として扱

っておく 。

②細石刃 C Micro blade) 第22図 1 -114) 

第1層から 5層にかけて出土した細石刃は176点である。そのうち99点(全体の56%)

は2層より出土し、 3・4・5層からの出土は激減する。細石刃の諸計測、使用痕の状

況等については、第16図の一覧表に示した。

i )細石刃の切載

刃器や細石刃は別離されたままの完形で使用されるものでなく、分割して使用された

ということは生石遺跡の場合でもいえるであろう。各層位別の折断部位の状況は第17図

のとおりである。

第3層を除くと各層とも中間部が圧倒的に多い。全体で61%が中間部で、それに頭部

の30%が続く。中間部の108点l乙対する各部分の割合は、 完形約4%、頭部約47%、末端
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約11%である。乙れを原遺跡(完形約 8%、頭部約60%、末端約23%) 、休場石器文化

(完形約12%、頭部約117%、末端約95%)と比較してみると、完形、頭部、末端とも極

端に少ない。ほとんどの細石刃には二次加工は施していないが、 19、旬、 81など 6点に

剥離 (blunting) がみられる。

ii )細石刃の大きさ

細石刃の器幅を計測し層位別に分類すると、第18図のようになる。まず大きさを、 9

mm以上、 8-7mm台、 6-5mm台、 5mm未満の4クゃループに分ける。頭部も中間部も 8

・7ク*ループと 6・5クーループに各々約4割ずつ集中している。 5mm未満ク、、ループは皆

無に等しく、 9mm以上クーループが約 2割を占める。頭部を層位別にみると、 2層で6・

5ク。ループが49%を占め、 8・7グループは29%になっているが、第 3層では、 8・7

クゃループの62%が6・5クーループの25%を大きく上まわっている。中間部は、 8・7グ

j レープと 6・5グループが約4割ずつになっているが、 3層では 9mm以上クゃループが約

7割を占める。 4層では、 8・7ク守ループが多いのが注目される。因みに原遺跡の例を

あげると、 8・7グループがA地点に、 4mm以下クールーフ。がB地点l乙各々目立つほどの

対称的な集中性をもっている。

iii)形状と使用痕

全体的には安定した形状の細石刃(並行する縁と稜をもち、台形・三角形の断面)が

多い。使用痕の観察される石器は第19図のとおりである。全体としては75%の細石刃に

使用痕がみられる。中間部で80%、頭部、末端部でも 7割弱の細石刃に使用痕がみられ

る。原遺跡(中間部で80%以上、頭部末端部で50%以上)と比べ、中間部は差はないが、

頭部、末端部では非常に高い。

③ 台形石器(TrapezeJ 第23図1-6) 

台形石器は第 1層(表土層)から 2点と 2層から 6点の計8点が出土した。乙の中で

6点を乙乙では取上げたい。Ii原遺跡』の形状分類を基本にして、刃器(Blade) ある

いは刃器状剥片 (Bladeflake)の一部を折断して素材にしている {a類〉と、不安定の

剥片(Flake)を素材にしている {b類〉に分けた。 a類の中で折断した両側縁全体と、

部分的には基部にも調整剥離を加えて整形している {a1類〉と、調整剥離が両側縁の

うち部分的にある {a2類}，乙分けるが、 a1・2類とも出土していない。さらに、 〈

a 3類〉は刃器の中間部を折りとったままの資料である。 b類を、不安定な剥片の両側

縁全般に調整剥離が施しである資料 {b1類〉と、 b1類の台形石器と同じ機能をその

ままで果たし得ると思われる形状を指す資料 {b2類〉に分ける。

i) < a 3類> (第23図・ 1) 

1 .ただ一点だけの讃岐石(sanukite)製で比較的薄手の刃器状剥片を素材にしてい
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第16図細石刃の計測

番号
図面 出土

層位
最大 最大 切被

使の有用語無 備 考 番号
図面 出土

層位
最大 最大 切殻

使の用有語事 備考
番号 地点 器長 器幅 分類 番号 地点 器長 器幅 分類

l II l 25.5 6.8 7とと'e × 打而線状 32 LO 8.0 6.8 中 O 

2 2 150 1 15.2 8.7 頭 O 33 1 L 11.2 6.8 中 O 

3 3 13E 1 16.8 7.9 頭 O 34 LO 11. 6 5.5 中 O 

4 4 LO 1 13.7 6.2 頭 × 打面線状 35 MO 6.0 5.5 中 O 

5 5 II 1 8.5 6.6 頭 O 
n而調整あ

36 MO 8.0 5.0 中 O り

6 6 LO l 16.6 8.2 頭 m両総状 37 II 9.8 6.9 中 O 

7 7 LO 1 6.6 7.6 己責 O !l，両線状 38 LO 6.2 6.0 中 O 

8 8 2L 1 14.2 9.5 頭 × 
帯状の細か

39 2L 11目6 8.8 中 O t、打而あ り

9 9 2L I 25.2 8.6 中 O 40 128 8.3 10.8 中 O 

10 10 150 1 10.2 6.9 中
O プランテ ィ
ングあり 41 12II 9.0 5.4 末 O 

11 11 9II 1 19.4 7.6 中 O 42 22 LO 2 14.7 6.1 と7土'e O 打而線状

12 12 LO l 22.7 7.3 中 O 43 23 II 2 26.2 6.5 と7土E・ O 打i.i線状

13 13 LO 1 20.1 7.2 中 O 44 24 II 2 18.1 6.3 頭 O 打函線状

14 14 LO I 22.1 6.4 中 × 45 25 II 2 17.1 7.0 頭 O 打而線状

15 15 15C l 13.6 7.0 中 O 46 26 II 2 15.5 10.0 頭 × 

16 16 LO 1 12.0 8.1 中 O 47 27 LO 2 13.6 5.1 頭 × 

17 17 10II 1 14.9 8.7 中 O 48 28 II 2 13.1 6.2 頭 O 打両調整あり

18 18 LO I 8.0 5.0 中 O 49 29 11A 2 16.1 10.5 頭 O " 

19 19 11F 1 12.8 8.5 中 O 
ブラノティ

50 30 LO 2 14目2 8.6 頭 O ングある

20 20 110 l 7.5 4.6 中 O 51 31 II 2 18.6 5.8 頭 O n，曲線状

21 21 9A 1 16.0 8.4 末 O 52 32 10II 2 Z6.1 6.2 頭 × 打函'>1繋あり

22 LO l 9.0 8.6 L質 O IJ面線状 53 33 II 2 11. 7 6.3 頭 o " 

23 II 1 14.7 6.9 中 × 54 34 II 2 20.6 6.6 頭 × 

24 LO 1 12.1 7.0 中 × 55 35 II 2 14.0 9.4 頭 打而線状

25 II l 9.4 5.6 中 × 56 36 LO 2 14.1 7.1 頭 O jJ面絹l状

26 II区 l 11.4 8.6 O 57 37 LO 2 15.6 7.2 頭 × n而線状

27 168 I 11.3 8.8 中 O 58 38 9 II 2 15.7 9.0 頭 O !r，回線状

28 LO l 18.4 9.6 中 O 59 39 II 2 28.3 6.1 頭 O 打而調艶あ 'J

29 LO 1 8.4 8.8 中 O 60 40 II 2 9.6 6.4 皇賞 O 

30 12II 1 7.6 11.7 O 61 41 LO 2 11.7 6.1 頭 O !f;!I調位あり

31 LO 1 12.0 9.4 中 O 62 42 MO 2 23.0 6.7 頭 O 
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番号
図面 出土

層位
最大 最大 切畿使用痕

備考 番号
図面
地出土点 層位

最大 最大 切裁使用痕
備考番号 地点 器長 器幅 分類 の有無 番号 器長 器幅 分類 の有無

問 胴 問 醐

63 43 LO 2 10.1 3.9 頭 × 打面線状 94 74 9II 2 8.0 5.6 中 × 

64 44 II 2 15.4 7.6 頭 O 打面線状 95 75 10II 2 23.1 9.8 中 O 

65 45 2L 2 14.8 8.2 頭 O 96 76 10II 2 12.5 1l.4 中 O 

66 46 9D 2 1l.8 6.5 頭 × 打而線状 97 77 II 2 14.0 6.2 中 × 

67 47 II 2 10.5 9.0 中 × 98 78 LO 2 14.1 7.2 中 O 

68 48 13A 2 1l. 9 8.5 中 O 99 79 II 2 14.8 6.9 中 O 

69 49 9II 2 20.8 5.7 中 O 100 80 9II 2 9.4 8.4 中 O 

70 50 II 2 7.8 9.5 中 O 101 81 llA 2 14.1 8.0 中 O 
プランティ

J ゲあり

71 51 10B 2 12.6 6.6 中 O 102 82 II 2 13.6 8.6 中 O 

72 52 MO 2 16.4 9.0 中 O 103 83 II 2 14.5 8.0 中 O 

73 53 L 1 2 1l. 6 7.2 中 O 104 84 12II 2 10.1 6.0 中 ワ
ブラノティ

ングあり

74 54 II 2 16.9 7.4 中 O 105 85 LO 2 9.4 4.0 中 O 小形

75 55 II 2 13.2 5.0 中 O 106 86 II 2 17.6 7.1 末 O 

76 56 LO 2 1l.2 7.4 中 O 107 87 9II 2 22.9 8.4 末 × 

77 57 LO 2 9.0 5.3 中 O 108 88 LO 2 22.9 7.6 末 O 

78 58 II 2 1l.0 6.9 中 × 109 1 L 2 14.0 8.4 頭 O 打面調書Eあり

79 59 12II 2 15.2 7.1 中 O 110 II 2 20.6 7.9 頭 O 打而線状

80 60 II 2 15.1 6.7 中 O 111 II 2 18.1 8.6 頭 O 打面線状

81 61 LO 2 18.9 7.0 中 O 112 LO 2 10.7 7.1 頭 O 打商線状

82 62 II 2 18.3 6.9 中 O 113 II 2 9.6 6.0 頭 O 打面線状

83 63 LO 2 16.1 5.8 中 O 打面調整なし 114 12II 2 9.8 5.6 頭 O 

84 64 2L 2 18.6 6.0 中 × 115 13A 2 10.8 9.6 頭 O 打而調態あり

85 65 10C 2 17.4 6.8 中 O 
プランテイ

116 13A 2 1l. 6 9.8 頭 O 打面調整ありングあり

86 66 9II 2 13.5 6.8 中 × 117 2L 2 9.4 10.6 中 O 

87 67 II 2 24.6 9.8 中 O 118 12II 2 7.2 6.5 中

88 68 II 2 2l. 6 8.0 中 O 119 II 2 6.1 5.0 中 × 

89 69 12II 2 20.5 6.2 中 O 120 10II 2 6.2 1l.4 申 O 

90 70 LO 2 15.4 8.1 中 O 121 II 2 6.4 7.0 中 O 

91 71 II 2 18.7 7.0 中 O 122 9II 2 12.5 7.3 中 O 

92 72 II 2 10.6 6.4 中 O 123 II 2 13.2 7.7 中 O 

93 73 10B 2 20.7 8.9 中 O 124 LO 2 13.1 10.0 中 × 
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番号
図面 出土

層位
最大 最大 切裁

の使有用無活備考 番号
図面

番号 地点 器長 器幅 分類 番号
問 π叩

125 LO 2 15.6 5.6 中 O 151 99 

126 II 2 9.5 6.6 中 O 152 100 

127 II 2 9.6 7.6 中 × 153 

128 12II 2 8.7 5.9 中 O 154 

129 12II 2 9.6 6.9 中 O 155 

130 LO 2 12.4 7.1 中 O 156 

131 LO 2 8.4 8.3 中 O 157 101 

132 LO 2 8.4 6.5 中 O 158 102 

133 II 2 6.9 7.5 中 O 159 103 

134 12II 2 7.9 7.0 中 × 160 104 

135 II 2 10.0 6.5 中 O 161 105 

136 9 II 2 10.3 8.0 中 O 162 106 

137 10A 2 14.5 5.8 中 O 163 107 

138 10B 2 11.6 9.7 中 O 164 108 

139 12D 2 14.0 6.5 末 × 165 109 

140 9II 2 8.0 11.3 末 166 110 

141 89 II 3 21.5 8.2 頭 O 打面調整あり 167 111 

142 90 II 3 11. 6 8.6 頭 × 。 168 112 

143 91 II 3 14.8 12.3 頭 × fJITiil.出状 169 

144 92 II 3 8.6 6.4 頭 O 打商線状 170 

145 93 9D 3 12.2 6.5 頭 O 打面線状 171 

146 94 II 3 20.6 8.0 頭 O 打面線状 172 

147 95 II 3 14.0 6.6 中 × 173 

148 96 II 3 10.0 6.2 中 × 174 113 

149 97 II 3 20.2 9.9 中 O 175 114 

150 98 II 3 6.5 10.4 中 O 
片刃部ブラ

176 ンテ ィング

第17図細石刃の折断部位

刊誌----空位 1 2 3 

フ信主'E 成 口'"日 1 (2 %) 2 (2 %) 。
尾 (部頭 部折)断 8 ( 20 ) 31 (31) 8 (50%) 

尾 部(中頭間部部折) 断 30 (73) 61 (62) 7 ( 44 ) 

頭 (部末端部折) 断 2 ( 5 ) 5 ( 5 ) 1 ( 6 ) 

言十 41 (23) 99 (56) 16 (9) 
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出土
地点

II 

II 

II 

10II 

16D 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

1 

5 

9 

2 

層位
最大 最大 切裁使用痕

備考
器長 器幅 分類 の有無

間 回

3 14.8 10.2 中

3 23.3 8.8 末 O 

3 12.8 7.3 頭 O 打面線状

3 8.4 8.0 頭 打面調整あり

3 19.7 11.1 中 O 

3 14.0 9.1 中 O 

4 22.5 7.2 ブ仁士:c × 打面調整あり

4 20.1 5.1 頭 × 打面調整あり

4 11.2 6.4 頭 O 打面線状

4 9.0 11.6 頭 × 打面調整あり

4 16.7 8.0 中 O 

4 12.0 5.7 中 O 

4 14.1 7.7 中 × 

4 7.9 7.6 中 × 

4 8.6 8.0 中 O 

4 19.2 8.4 中 O 

4 7.6 7.9 頭 O 

4 12.3 6.5 末 × 

4 15.3 9.2 頭 O 打面線状

4 18.1 9.2 中 O 

4 13.0 7.1 中 O 

4 9.8 6.9 中 O 

4 15.8i 5.8 末 O 

5 10.7 7.9 中 O 

5 末 O 

5 末 O 

%)は各層位の合計を100とする
%)は総合計の176点を100とする

4 5 言十

(6 %) 。 4 (2 %) 

( 29 ) 。 52 (30) 

( 53 ) 1 (33%) 108 (61) 

( 12 ) 2 ( 67 ) 12 ( 7 ) 

17 (10) 3 ( 2 ) 176 < 100} 



第18図細石刃の大きさ(器幅)の分類
%)は各層位の合計を100とする
%)は総合計を100とする

いにさ 1伽m以上|9mm 7mm 5mm 5mm未満 言十

1 
O 1 3 2 2 O O 8 

尾 (J3%) (62%) (25%) 

部
2 

2 4 3 6 11 4 1 31 
折 ( 19 ) ( 29 ) (49) (3 %) 

断
3 1 O 4 1 2 O O 8 

( 13 ) ( 62 ) ( 25 ) 

頭
4 

l 1 O 1 1 1 O 5 
部 ( 40 ) ( 20 ) ( 40 ) 
) 

O O O O O O O O 
5 

計 4 6 10 10 16 5 1 52 
( 19 ) ( 38 ) ( 41 ) ( 2 ) ( 100) 

尾 1 
2 2 7 5 8 5 lTl 30 

車部断
( 13 ) ( 40 ) ( 44 ) 

2 5 8 9 14 17 7 1 61 
( 21 ) ( 38 ) ( 39 ) ( 2 ) 

3 
3 2 O O 2 O O 7 
( 71 ) ( 29 ) 

部間中
4 

O 1 3 3 l 1 O 9 
( 11 ) ( 67 ) ( 22 ) 

5 
1 O O O O O O 1 

計
11 13 19 22 28 13 

(¥) !(~) I 108 ( 22 ) ( 38 ) ( 38 ) ( 100) 

る。両端を折断しているが、とくに右辺は背部を大きく切っている。両側縁の調整は施

されていないが形状からみて a3類に入れる。刃部は使用痕と思われる刃こぼれがみら

れる。

ii) < b 1類) (第23図・ 2)

2.素材に黒耀石の剥片を用いる。調整剥離は両側縁に施されている。左縁にあった

打面(Platform)は裏面からの調整剥離で取去され、右縁は正面からの調整が丁寧に行

なわれている o基部の加工はみられない。刃部l乙は使用痕と思われる剥離痕が全面に深

くみられる。

iii) < b 2類) (第23図 3.......6) 

3 .幅広の剥片を素材にしている。刃部の断面は比較的に薄手である。調整剥離は右

第19図使用痕のある細石刃率

よ仁¥Ef 1 2 3 4 5 計

フととロ， 耳ラ 口口口 O /1(O 9) 6 
% % 

O /1(O 9) 6 
% 9揺

2/2 (100) 0/0 (0) 0/0 (0) 2/4 (50) 

尾部折断 5/ 8 (63) 23/31 (74) 5/8 (63) 3/5 (60) 0/0 (0) 36/52 (69) 

尾部頭部折断 26/30 (87) 48/61 (79) 4/7 (57) 7/9 (78) 1/1 (100) 86/108(80) 

頭 部折断 2/2(100) 2/5 (40) 1/1 (100) 1/2 (50) 2/2 (100) 8/12(67) 

33/41(80) 75/99 (76) 10/16(63) 11/17 (65) 3/3 (100) 132/176(75) 

ハh
uつ臼



辺に入念に施されるが、左辺は正面からの折断を受けたままである。使用痕と思われる

剥離痕は刃部全縁にわたっている。

4.部厚い粗雑な剥片を素材にしている O 調整剥離は左縁l乙施されているが、右縁は

打面が残されたままである。背部は簡単な角潰し調整が行なわれている。刃部は山型に

なっているが使用剥離痕が全縁に見られる。

5 .刃器状剥片を素材にしている。調整剥離は右辺に裏面から入念に施されているが、

刃部とほぼ直角に交わる左縁は自然面が残されている。刃部には使用痕と思われる刃こ

ぼれがみられる。

6.粗雑な剥離加工が左縁にあり、右縁には上辺に自然、面がわずかに残されている。

刃部には使用剥離痕が多くみられる。

④彫器 (GraverJ 第24図 1-8) 

2層で7点、 4層で1点の出土があった。黒耀石の刃器(Blade)や剥片(Bladeflake) 

を素材にしているが形態は多様である。打面調整のみられるのは、 1-4、8である。

59、63は、 Graverspallと思われる。全部黒耀石製である。

1 .組悪な幅広の縦長刃器状剥片を素材l乙、加撃点側と反対側の両側縁に刃潰し加工

剥離調整(Retouching)している。そのあと裏面の方から周辺加工(Chipping)を行なって、

最後に、数回の加撃で彫刻万面 (Graverfacet) を形成している。左辺の万は長軸に平

行であるが、右辺の万は右側辺の方に大きく流れている。 3層から出土した第29函の58

のGravers]Jaliと接合する。

2 .良質の縦長刃器を素材としている。打面調整は上下両端に施し、打撃点部の反対

側から加撃 (facetingof graver)して彫刻万面を作出している。両側縁の刃潰し加工(

blunting) は小さいが全縁に及んでいる。 facetのよじれは小さい。

3.大形の縦長剥片を素材にしてし、る。打面を調整し、右側辺の刃潰し加工 (blunting)

は入念に施されている。彫刻万面は長軸と平行に作出している O 器長は53.5mmあり、石

質は飴色を呈す黒耀石である。

4.粗雑な厚手の剥片を素材にしている。打面と打癌 (Bulb) を除去するような打面

調整が行なわれているが荒い。

5・6.両者とも縦長厚手の剥片を素材にしている角形の彫器である。打面調整は、

6は不明だが、 5は刃器の末端部を折断して打面にしているが調整痕はみられない。両

者ともよじれが大きい。

7 .大形刃器状剥片を素材に用いる。 facetingが反対側の左辺まで、走ってしまってい

る。刃潰し加工 (blunting) は右辺は全縁施されているが左縁にはない。

8.自然面を残す粗悪な剥片を素材にする。まず自然面を残す末端部lζ裏面の方から
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細かい剥離を長軸に対して斜めに施して打面調整し、それに二回の加撃によってGraver

facetを作出している。右縁には刃潰し加工がみられる。 facetのよじれは大きい。

⑤細石核 (Micro core J 第25図)

細石核は生石遺跡からただ一点だけの出土である。角錐形の細石核で、左側面は自然

面を残したままで、右側面にも調整は施されていない。打面調整はまず自然面のある左

側面から行なわれたあと、細石刃剥出面側から行なわれており鱗状を呈する。樋状剥離

面は 5本みられ、細石長20.7mm、打面長20.5mmで、ある。

⑥石核(ConeJ 第26図 1-15) 

石核は、 1・2層から各々11点、 3層から l点、 4層から 2点の合計25点が出土した。

乙れらの石核を『度島中山遺跡』の分類を基準にして検討した。

(a類〉特殊な石核であり、打面が線状となっている。剥片剥離 (Freeflaking)する際

に微調整を行ないその後両面剥離を行なっている。(a類〉の中でも片方だけの剥片

剥離(もう一面は調整のみ)の石核をく a2類〉とした。

(b類〉 一定の打面 (Stnikingplatform)をもつものであり、ナイフ形石器文化の中で、

最も一般的なものである。 ぐb類〉の中でも剥離が全側面l乙及んでいるものをくb2 

類〉とした。側面の周辺全体に剥離が及ばず、剥片剥離した面をあとで平坦打面

(Plain platform) として利用している石核を (b3類〉とした。

( c類〉基本的には上下面l乙打面をもち、良好な剥片が得られなくなると他にも打面を

作出している石核を(c類〉とした。この石核の分類一覧は第20図のとおりである。

すべて黒耀石製。

i) ( a類> (第26図 1-4) 

1 .多気孔で質が組雑な灰黒色の黒耀石 (obsidian) を用いている。剥片剥離する前

の打面調整はわずかに観察され、打面は線状になっている。両面から剥片剥離は行なわ

れているが、階段状剥離 (Stepflaking)が見られる。良質な剥片が得られなくなった

ためか、異った方向に打面をもっ剥離痕もある。

2.大形の円礁で良質な黒耀石製である。両面の剥片剥離はすべて一方向からの打撃

である。微調整は施さず、平坦打面 (Plainplatform) を利用している。幅が6cmを越

える横広の剥片を剥離している。末端部に打面 (Strikingplatform)の方からの二撃の

剥離痕がある。

3.円礁の黒耀石を用いる。打面が線状を呈する典型的な a類の石核である。微調整

も入念に施し、幅広の剥片を剥離している。

4.円程裂を用いた第4層出土の典型的な a類である。 一方向からのみの剥離で、打面
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第20図石核の分類一覧 (番号は石器番号)

いとき A A 11 B B 11 B III C 

1 . 2 5 12 

2 6 . 7 . 8 9 . 10 11 13 14 

3 3 

4 4 15 

も線状を呈す。

ii) < a 2類) (第26図 5-8) 

5 .円礁を用い、 i擦表にそって調整して打面とし、剥片剥離を行なっている。片面の

みの剥離であり、良質の剥片が得られなくなったためか最後には、右側位から剥離が行

なわれている。

6 .小形の片面剥離の石核である。 5と同じく磯表にそって打面作り出しの剥離を行

なっている。

7 .平坦な自然面に対して鈍角に、打面を作出するための剥離調整を綿密に行なって

いる。そして背面(自然面)に平行に剥片剥離 (Freeflaking) を同一方向からのみ行

なっている。はじめに左右両端部を行ない、その後で中央部の剥片剥離を行なっている。

比較的大形の剥片を作り出している。

8.打面調整が行なわれず、線状打面の剥離面側l乙は使用痕と思われる剥離痕がある

がCorescrapearとして利用されたのではないかと思われる。

iii) < b類) (第26図 9.10) 

9.良質の黒耀石の円礁を用いている。まず円礁の一端に打撃を加えて、平坦打面

(Plain platform)を形成している。打面調整は行なわず、打面と剥離面はほぼ直角に、

L字状に剥離している。

10. 9と同じ形の石核で、打面調整は施されず、広い平坦打面をもっている。左右両

端の方から内側に向って剥片剥離を行なっている。

iv) < b 2類) (第26図 11)

11.不純物は混入しているがやや良質の黒耀石の角礁を素材としている。菱形の打面

には両側からの加撃によって調整がなされている。その打面から直角に近い角度をもっ

て、全周で剥片剥離を行なっている。末端からの剥離も行なわれているが、この場合は

新しい打面は作り出さず、剥片剥離面を打面に利用している。しかしこの場合良好な剥

片は得られていない。

V) < b 3類) (第26図 12.13) 

ny 
つ臼



12.円礁を用いている。打面調整は行なわずに剥片剥離を行ない、中形の型のそろっ

た剥片が作り出されている O 背面には横方向l乙加撃した剥離もなされている。

13.角礁の平坦な自然面の四方から打面調整を施こし、その一万から剥片剥離を行な

っている。打面と剥離面とは約55度の鋭角になっている。背面l乙は横方向の剥離もみら

れる。

vi) < c類) (第26図 14・15)

14.円礁の表面にそって作り出された打面には微調整がみられる。打面は上下にみら

れるが、下方の打面には調整がみられない。

15.第3層から出土した小形の石核である。上下の打面とも微調整は施されていない。

均一形の剥片が作出されている。

⑦ 尖頭器状石器 (Point) (第27図 1-7) 

尖頭器状石器は、 2層より 4点、 1・3・4層より各l点の合計7点が出土している。

石質は4のみがsanukite製で、他は黒耀石製で、ある。

i )組製有茎尖頭器(T anget point)第27図 1・2・6・7)

1 .半透明の縞状の帯文様をもつが比較的良質の黒耀石を用いている。平坦打面(Plain 

platform)と、打癌 (bulb) を残している。細部加工はほぼ全縁辺に施し、打面の縁を

調整する加工も正面で行なわれている。右基部にはノッチ (Notching) を入れず自然面

を残したままである。ほぼ左右対称の形を呈する O

6.原遺跡からも同形の尖頭器が表採されている。 厚手の基部l乙左右からノッチを入

れ基部を作出している。打面 (Plainplatform)の縁加工は表裏から施され、打癌は除

去されている。中央から先端部が大きく欠損している。

2 .基部加工は左縁のみであるが尖頭器の基部と思われる。

7 .大形の縦長剥片を素材にしている。基部のノッチは左辺は裏面より、右辺は正面

側より各々入念に施されて基部を作出している。裏面の打癌は残されたままであるが、

打面の縁加工は施されている。右縁は自然面が残されたままであるが未調整と思われる。

尖端部が欠損している。

ii )剥片尖頭器 (Flakingpoint) 第27図 3・4)

3 .左右辺とも、周辺加工の微調整を施乙す。尖端部に使用痕と思われる剥離痕、擦

痕が観察される。

4.小形の刃器を素材にしている o 右辺は正面l乙、左辺は裏面l乙微調整を施している。

中央から基部を欠失している。

iii )槍先形尖頭器 (Point) (第27団 5 ) 

5. sanukite製の横剥大形剥片を素材にした槍先形尖頭器である。周辺の細部加工は
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全縁辺l乙施し、交互剥離を呈している。尖端部と右基部を欠損している。現器長で7.45

cm、最大器幅4.84cm、最厚部で0.7cmを測る。

③ 掻器・削器(Scraper J 第28図 1 -22) 

典型的な掻器削器の資料は少ないが、刃器や剥片l乙Scraperの刃部に近い調整が施さ

れた不定形な資料まであげると、 1層から 5点、 2層から14点、 3層から 2点、 4層か

ら1点の合計22点がある。いずれも黒耀石製である。

i )掻器 (Endscraper J (第28図 7・11)

7.正面の右半分に自然面を残す剥片を素材にしている。使用痕と思われる剥離痕を

先端部にもつ。

11.刃器状剥片を素材にして、末端部から左辺にかけて調整がみられる。

ii )削器 (CocavescrapenJ 第28図 1・2・6) 

1 .薄手良質の刃器を素材にして、右辺中央部に扶り(Notch)がみられる。

2.やや厚手の断面三角の剥片を素材にして右辺末端部近くに扶りがある。末端部に

も使用痕がみられる。

6 .刃器状剥片の上下端を切断し、左辺全体を入念に調整している。右辺l乙も使用痕

と思われる剥離痕がある。

iii )削器 (Sidescraper J 第28図 3-5、8-12、12-22)

4.小形の剥片を素材にして、右辺全縁l乙剥離調整している。

8.大形幅広の剥片を素材にして、右辺全縁に入念に調整を施している。末端部にも

使用痕がみられる。

20.左右両辺に調整剥離がみられる。末端部には樋状剥離(fluting)がある。

3・13・14.厚手の断面三角の剥片の片辺に調整を施した削器として使用している。

⑨ その他の石器・刃器・剥片(第29図 23-63) 

27.安山岩質の切載用のナイフ形石器を想定させる石器である。背部には自然面を残

すが、先端部には裏面から剥離調整が施されている。基部にも裏面と並行する三打の剥

離加工がみられる。左辺には使用痕と思われる刃こぼれがある。

39.チャー卜(chert)製の刃器である、基部先端部を折断されている。

40-43・52・53.いずれも薄手で横広の共通性をもっ刃器状剥片である。 41-43は先

端部に剥離調整を施している。
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第21図 ナイフ形石器実測図②

Cとこy
20 

よ二二三〉 16 

21 

ζと〉

〈こ二コ 17 設一色協十日
22 23 

ぐ二三〉
18 

ここ>
24 

。-(- ~
〈つ

19 

〈こコ
5 CM 

-34-



第21図 ナイフ形石器実測図③
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第21図 ナイフ形石器実測図④
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第22図 細石刃実測図① 第1層 (1 -21) 第2層 (22-88)
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第22図細石刃②
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第22図 細石刃③ 第 3層 (89-100) 第4層 (101-112) 第 5層 (113-114)
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第23図台形石器実測図 第 1層 (3・4) 第 2層(1・ 2・5・6) 
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第24図彫器実測図 第 2層(1-7) 第4層 (8) 
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第26図石核実測図①
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第26図石核実測図②
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第28図掻器・削器実測図① 第 1層(1-5) 第 2層 (6-19) 
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第28図掻器 ・削器実測図② 第 3層 (20・21) 第 4層 (22)

富 司百ι寝
〈ここ二三:::::.. 15 

G畠

〈会:::::，. 21 

ど~ 24 

5 CM 

ョ

第29図 刃器 ・剥片等実測図

I~ð 
17 

亡二二〉

官一台 20 

くこ二二ご〉

と士三〉

己一副
ζごごユ

25 

〈こご〉 色一同

くこ〉
28 

第 1層 (27-43) 

45-





第4層 (54-57)第 3層 (44-53・61-63)
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第30図石鍛実測図 第l層 (1 -5) 第 2層 (6- 8) 
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1 .乙の報告書(第 I部)は昭和52年度K国庫補助金を得て実施した上場水利事業にか

かる発掘調査記録である。

2.執筆 ・編集は堀川義英が担当し本書の作成は文化課文化財調査第二係で行なった。

3.遺物の実測 ・整図は堀川が担当した。

4. トレースは主として堀川があたり、 山上龍が協力した。

5 .写真は木下巧 ・堀川が担当した。

6.その他、 富桝憲次、小野博、山口一秋、前田貞子、坂本マツ子、西美枝の各氏をは

始め、唐津市及び上物在住の方々の御協力をえた。 厚く謝意を表する。

(附和53年3月13日記)
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図版 1-1 遺跡の遠望(西側峰より)

図版 1-2 遺跡より伊万里湾を望む
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図版 3-1 11区3層出土状況(東側より)

図版3-2 11区4層遺物出土状況(北側より)
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図版4-1 遺物実測糸張り

図版4-2 遺物出土状況
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図版 5-1 MO区配石遺構(北側より)

図版 5-2 MO区配石遺構(南側より)

F
h
u
 

E
J
 



図版6-1 MO区配石遺構(中央部)

図版6-2 MO区配石遺構(環状石組)

ハh
u

F
h
u
 



図版7ー 1 ナイフ形石器①
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図版7-2 ナイフ形石器②
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図版8 ナイフ形石器③
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図版8-2 台形石器
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図版10-1 彫器

図版10-2 石鍛
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図版11-1 石核・細石核①

図版11-2 石核②
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図版13-1 掻器・削器①

図版13-2 掻器・削器②
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図版14-1 刃器・剥片①
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図版14-2 刃器・剥片②
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図版15-1 刃器 ・剥片①

図版15-2 接合資料 ・スポール
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第 II 部

森 の 下遺跡
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1 .発掘調査の経過

(1)発掘調査団

調査主任木下巧 県教委文化課文化財調査係

調査員 服部二朗 。
原田保則 。 嘱託

協力 県農地整備課・土地改良課・鏡久里土地改良区・唐津市教育委員会東宇木区

-他有志

(2) 調査経過

昭和52年

1月24日 O区における遺構検出作業にかかる。

1月29日 O区は丘陵縁辺にあたり、耕地整理による削平、もしくはミカン園造成時の

撹乱が濃厚となる。

1月31日 o-w線を基準として、 o-w線より南を区割、卜レンチ方式の調査に切り

変える。

2月1日 O区東端に井戸吐状の遺構が検出される。

2月2日 井戸祉状遺構は堀り進むにつれ、性格不明の土壌となる。

2月5日 U区南北トレンチより、木製農耕具が5枚重なった状態で検出される。

2月9日 O区清掃作業。

2月10日 U区東西トレンチよりまな板検出。

2月11日 遺構検出作業終了。

2月14日 写真撮影、実測開始。

2月15日 テント、器材の撤収。

2月24日 実測終了、遺物の取り上げ終了。

2月25日 遺物整理作業(3月31日迄)
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第 l図麿津周辺図

1)山添弥生遺跡 弥生時代 16)瀬戸口支石墓 弥生時代 31)桜の馬場遺跡 弥生時代

2)山添墾棺 。 。 17)長崎山弥生遺跡 11 32)島田塚古墳 古墳時代

3)鶏の尾 ・井ケ回。 11 18)柏崎遺跡 イシ 33)正願寺遺跡 。

4 )撰果場遺跡、 イシ 19)石蔵弥生員塚 イ少 34)樋の口古墳 イシ

5 )寺の下。 古墳時代 20)外国弥生遺跡 。 35)杉殿古墳 1/ 

6 )岸高支石墓 弥生時代 21)田島弥生貝塚 。 36)宮の上古墳 It 

7 )葉山尻支石墓 イシ 22)割石弥生遺跡 。 37)迫頭古墳群 イ少

8)高麓遺跡 。 23)中原弥生遺跡 。 38) :塚サ7古墳 イシ

9)鶴崎弥生遺跡 イシ 24)石ケ崎弥生遺跡 。 39)大長崎山古噴辞 。

10)東字木遺跡 古墳時代 25)広首弥生遺跡 イシ 40)割石古墳群 イシ

11)迫頭弥生遺跡 弥生時代 26)久里小弥生遺跡 イア 41)部田古墳 // 

12)字木平尾遺跡 。 27)城弥生遺跡 。 42)久里条里遺構 歴史時代

13)森田支石墓 。 28)中尾弥生遺跡 1/ 43)鏡山山頂遺跡

14)字木 ・汲田遺跡 1/ 29)石志門田遺跡 。 今森の下遺跡

15)汲田貝塚 。 30)千々賀弥生遺跡 。
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2 .歴史的環境

松浦川を中心とした狭小な現在の唐津平野の南東部に位置する宇木盆地は、標高7m

程度の低地部分とそれに連続する低正陵末端部の閏場からなり、北は鏡山、南西は夕日

山、 三万山、南は飯盛山に包まれた地区で、わずかに北西部が海岸線とつながる砂鳴を

なしている。乙の盆地を貫流する半田111と宇木川がこ乙で合流し、西流して松浦川に注

いでいる。

この宇木地区の旧石器時代には鏡山山頂遺跡や久里・松の元遺跡が知られている。

縄文時代には、鏡山山頂や和多国松浦川底、および宇木鶴崎(晩期員塚)遺跡などが

ある。

弥生時代に入ると、宇木川左岸の低正陵端には森田支石墓宇木汲田、柏崎遺跡、宇木

川右岸から半田川左岸にかけての低丘陵には迫頭遺跡、を始め、東宇木・葉山尻・岸高等

の支石墓があり、半田川右岸に山添遺跡などが存在する。

古墳時代では、鏡山の西麓に在る島田塚前方後円墳をはじめ、樋の口古墳、また葉山

尻、迫頭、柏崎などの後期古墳が点在し、また居祉関係では、寺ノ下遺跡や東宇木遺跡

などの住居牡群が知られている。

乙の宇木地区は、弥生時代に入ると同時にその遺跡数は激増する。その中でも青銅器

を出土した宇木汲田遺跡・柏崎遺跡・鶴崎遺跡が汲田遺跡を中心l乙半径 1回以内に存在

し、 「貌志倭人伝」に云う末宜国との関連がうかがえ注目される。

第4図木器出土状況

30 

o 10CM 
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3 .森の下遺跡

森の下遺跡は唐津市大字宇木字森の下に所在する。標高190mの飯盛山から北l乙延び

た低正陵一鶴崎丘陵の南西部の正陵縁辺部に位置する遺跡である。標高は約8mである。

発掘調査は第3図i乙示すととし東西線 (O-W、D-E) を基線として、 o-w区
の区割りを行なった。 O区では溝を主体として、柱穴や土墳が検出され、 P、R、S、

U区において丘陵縁辺部が明確となり、その東側で柱穴などが検出された。

(1)遺構

柱穴当遺跡で検出された遺構のうち柱穴は群をなすが柱根を有する柱穴は 1個所検出

されただけで、いずれも建物を構成する配置関係を明確にすることはできなかった。

溝状遺構

溝状遺構はO区より 2条検出された。そのうち南側に在る小溝 (Mー 2)は性格不明

である。北側に在る溝 (M-l)は、東西に延びその幅が2-3mである。乙の溝状遺

構の北側の壁は 2段になっており、上段は東側へ反転しピットにつながって消える。南

側の壁は数個の土墳と切り合っている。南壁は東側の大形土墳付近より始まり西側は調

査区外にのびる。

乙の溝状遺構から検出された遺物l乙は土器および勾玉があって、ほぼ床面に接してい

た。

土壌

P-1は性格不明のピットであるが、中l乙器台形土器を 1個内蔵していた。

P-2はM-1と重複し、検出された土器が浮いていたことなどから、 M-1よりも

古い時期のものであろう。

P-3は器台や鉢形土器などを検出した。

P-4は横倒しになった柱状の木材や石が詰っており、乙の東側には板と大型の聾形

土器が検出された。この土壌の東側だけをみると井戸祉のような感じを受けるが揖乱を

受けているようで、性格は不明である。乙れより出土したものには陶質の聾、土師器皿、

須恵器杯などの破片や凹石、砥石がある。

Pー 5は隅丸長方形を呈し、土墳墓であった可能性も考えられる。

P-6は掘りの浅いもので、墳内より手担土器が出土しているが、これは流れ込みの

可能性が強い。

P-7は柱根を検出したものである。柱根の残りは余りよくなかった。

その他、 U区南のトレンチ内から木製農耕具が5板重なった状態で出土しており、同

じく東西トレンチからはまな板が検出された。

一76-



第3図森の下遺跡遺構配置図
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第5図溝状遺構M-l実測図
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(2)遺物

出土した主な遺物は弥生式土器、土師器、須恵器などの土器類、土製品、石器、木製

品などである。弥生式土器はO区ピット内やM-2などから検出され、土師器はM-1

を中心として遺跡全体から検出された。また、須恵器は後世l乙撹乱を受けた表層からの

検出が多かった。石器類は、 O区を中心としてやはり後世に撹乱された状況で検出され、

木製品は、正陵縁辺の下側、黒褐色土層より検出されたものである。

土器

M-1出土土器(第6図・第7図)

童形土器(第6図1-4. 10) 全体に「く」の字口縁のものが多く、④直行する口

縁を持つ。①は内面を箆削りによる調整、④は外面の底部付近を箆削り、体部を刷毛目

で調整している。③の胎土は大きめの砂粒を多く含み、淡黄色を呈し、胴部外面l乙は煤

の付着がみられ、底部は赤褐色を呈する。二次焼成を受けたものであろう。口径12.9cm

.器高16.1cmo

壷形土器(第6図7) 口縁が「く」の字形をしたもので、聾形土器に似た器形をも

ら肩が張るものと思われる。調整は不明である。胎土は砂粒を多く含み、灰黄色を呈す

る。口径13.8cm。

器台形土器(第 6図8) 鼓形の変形したもので、支脚への変化がうかがえる形態で

ある。内外面ともに指押えによる成形を行なっており、端部のみ撫で調整を施している。

胎土は、砂粒を多く含み、淡茶褐色を呈する。

椀形土器(第 6図9) 丸味を帯ひ'る底部l乙稜がついて、やや内轡し直行する口縁部

をもっ形態である。不明瞭であるが、織密な撫で調整が施され、表面は薄く剥落した部

分がある。また底部中央には1.0XO.4XO.5cm(深さ)程の凹があり、稜から体部にかけ

てねじったような形跡がある。胎土は砂粒を含み、淡黄樺色を呈すが表面は口径11.6cm 

.器高3.6cm。

手担土器(第 6図5・6) ⑤は皿形を呈し、⑥は鉢形を呈するもので、ともに砂粒

を含む胎土である。⑤は口径8.6cm・器高3.6cm。

高杯形土器A(第7図1) 杯部は、外反する口縁部をもち、平たい底と体部に明瞭

な粘土接合のあとが見られ身の深い形態である。脚部は、欠損するが、おそらくエンタ

シス形の柱状部が下方で広がる形態と思われる。胎土は砂粒を多く含み赤灰色を呈する

が、 二次焼成を受けていると思われる。口径17.1cmo B (第7図2 • 6 . 7) 杯部は

ゆるやかに内聾する直行の口縁をもっ形態で屈曲部がAより上位に位置する形態である。

脚部は、柱状部に孔を有し、その孔の上部付近から、内讐気味に開いて裾部を楕成する

形態である。⑤は脚内面の調整に刷毛目が施され、孔は4つで内側に窄孔の際粘土がと

び出している。⑦の調整は、器面が荒れており、不明である。 4孔で孔聞の距離は一定
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でない。胎土は大粒の砂粒を含み、赤褐色を呈する。口径17.5cm・器高12.0cmo C (第

7図5) 杯部は内脅しながら立ち上る椀形の形態で身が深い。脚部は、杯部との接合

部からすぐ裾がひらく形態で、子しを 3つ有する。杯上部は横撫でその他の杯部は撫で、

杯部と脚部の接合部は横撫で、脚部外面は撫で、内面は不定方向の刷毛目で調整してい

る。胎土は、大粒の砂粒を多く含み、茶褐色を呈する。口径約10.0cmo D (第7図3. 

4 ) 杯部は内轡しながら、体部中位の粘土接合部をすぎ、口緩部付近で外反する形態

である。脚部は柱状部がほぼ垂直にのび下端に孔が3つあり、裾部はやや大きく広がる

形態である。④は器面が荒れており調整は不明瞭だが撫で調整が多いようであり、脚部

外面は刷毛目と思われる。全体的に器壁は薄い。胎土は、小砂粒を含み明褐色を呈する。

O区出土土器(第7図 ・第28図)聾形土器(第8図7-10) 口縁部のみの出土であ

る。⑨・⑩は逆 rLJ字状口縁を呈する形態で横撫で調整を施したものである。内側の

突出はやや退化した感じを受ける。⑦・⑧は口縁が 「く」の字状に外反する形態で⑦は

外面は叩き、内面を横撫でで調整しており、くびれ部下に輪積みのあとが認められる。

口径14.1cm。⑧は横撫でで調整されている。口径23.2cm。

壷形土器(第8図5) 肩が張り、口縁が「く」の字状にやや外反する形態である。

外面は縦方向の刷毛目、内面は口縁部付近が斜方向、 肩部付近でほぼ横方向の刷毛目で

調整されている。胎土は砂粒を含み、茶褐色を呈する。口径15.8cm。

器台形土器(第8図 1. 2) ①は鼓形を呈する形態であり、下端部の方が上端部よ

りやや広がっている。内外面とも指押えによって整形し、さらに中央を絞っている。端

部は丁寧に仕上げている。上端部径6.9cm、下端部径8.9cm。②は高杯形を呈する形態で、

上部を欠失する。下部は、 M-2出土高杯のB類に分類される形態で3孔を有する。器

面が荒れているが、外面裾部付近は刷毛目を施していたものと思われる。胎土は砂粒を

含み、灰白色を呈する。

支脚形土器(第8図3. 4 ) ③は体部が円筒状を呈するものでその両端の内面は大

きく外反し、外面は短かく屈接する形態である。外面は指押えによる調整である。④は

円柱状を呈し、上下に凹があり、下端部が開く形態である。外面は指押えで整形してお

り、上下端部と凹み部は撫で調整が施されている。胎土は砂粒を多く含み赤褐色を呈し、

一部黒変している。上端部径5.2cm、下端部径7.7cm、器高10.8cm。

高杯形土器 (第7図8-12) M-2出土の高杯から見ると③はD類、⑨は杯部がC

類脚部がB類に、⑩はC類、⑪、⑫はB類l乙分類されると思われる O ⑨は器面が荒れ

ているが杯、脚の接合部が横撫でのようであり、脚内面には、絞ったような跡がわずか

に窺える。胎土は砂粒を多く含み、淡赤褐色を呈する。口径11.8cm。

手担形土器(第8.11 .12) ともに鉢形を呈し、砂粒を含んでいる。⑫は灰褐色を

呈し、口径6.8cm、器高5.3cm。
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その他の地区出土土器(第9図.第10図) 聾形土器(第9図3.4.第10図6) 

④はR区より出土したもので、丸底から胴中位で最大幅となり、口縁部が「く」の字状

を呈する。内外面とも刷毛目が施され、口縁部を横l乙撫でて仕上げている。胎土は小砂

粒を多く含み、灰褐色を呈する。口径16.0cm、器高23.5cm。⑤は台付事の底部付近であ

る。

壷形土器(第 9図1.第10図、 1.2.3.4)

①はU区より出土したもので、 短く外反する口縁部と球形の体部と丸底をもっ形態で

ある。外面は口縁部付近まで刷毛目調整、内面は口唇部付近まで飴伏のもので磨いてい

る。胎土は砂粒を含み、灰褐色を呈する。@⑥はU区より出土したもので口縁部が「く」

の字形を呈し、やや外反し、体部は肩のはる形態である。ともに調整は不明であるが、

④の内面にわずかに刷毛目がうかがえる。③の胎土は小砂粒を含み淡褐色を呈する。①

は長めの頚部I乙二重口縁がつく形態である。外面は頚部に刷毛目、口縁部l乙6条の波状

文を施し、内面は口縁部l乙刷毛目を配し、頚部は横撫で調整している。②はR区より出

土したもので短かい頚部と二重口縁をもっ形態である。外面と内面の口縁部から頚部ま

では横撫で調整しており、肩部より下は左から右方向へ横位の箆削りを行なっている。

胎土は大粒の砂粒を含み灰褐色を呈する。

台付鉢形土器(第9図8) 

U区より出土したもので、大形の椀形を呈するものに脚台をつけた形態である。外面

の台部上半分から体部にかけてと、体部内面に刷毛目を施し、その他を横撫でで調整し

ている。胎土は小砂粒を含み淡褐色を呈する。口径19.3cm、台部径12.4cm、器高11.9cm。

器台形土器(第 9図2) 

U区より出土したもので、口縁部が「く」字形を呈する形態である。外面は縦位の刷

毛目、内面は横位の刷毛目で調整している。胎土は砂粒を含み淡赤褐色を呈する。

椀形土器(第10図5) 

U区より出土したもので、平底気味の底部l乙直線的に開く口縁がつく形態である。器

体全体に撫で調整しており、内面底部は指押えをしている。

甑形土器 (第9図5) 

底部そのものが孔となっており、胴上部に把手がつき、やや外反する口縁のつく形態

である。器体の外面は撫で調整し、内面は口縁部より胴上部まで横位、それより底部付

近まで縦位の箆削りを行なっている。胎土は砂粒を含み、灰色を呈する。口径22.1cm、

孔径7.0cm、器高21.0cm。

須恵器(第10図)

杯(第10図7-13) 

全てU区より出土したものである。⑦は杯蓋で立ちあがりは垂直に近く、口唇部に段

-84-





第9図 その他の地区出土土器実測図
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第10図 その他の地区出土土器実測図
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を有する。底部は箆削りされている。③、⑨、⑩は杯身で⑧が立ちあがりが垂直に近く、

⑬になるに従って傾いてくる。体部中位より箆削りされている。ロクロ方向は右廻りで

ある。⑪は高杯の杯部で、体部中位と底部付近l乙2条沈線が回る。下側の沈線から箆削

りが行なわれ、それまでは横撫で、撫で調整されている。⑬は蓋で疑宝珠形のつまみを

有するものである。⑦の胎土は砂粒を含み、白灰色を呈する。

⑭はO区より出土したもので、土師の小皿である。底部は糸切痕がある。胎土は砂粒

を少し含み、灰白色を呈する。

第11図石器実測図
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石製品(第11図、第12図)

M-1から出土した石製品は勾玉(ヒスイ製)が唯一のもので、他のほとんどがO区

からの出土であった。石斧(第11図1. 2、第12図9)①は方柱状片刃石斧である。基

部を欠失するため不明だが、訣入になるものと思われる。粘版岩系のもので偏平部と刃

部を研磨している。現在長9.1cm、幅3.2cm、厚さ3.6cm、②はほぼ完形品で蛤刃形態を

呈する。白色に近いやや軟かい感じの石材を使用しており、刃部のみを研磨したもので

ある。刃部に使用痕らしき擦痕を認め得る。現在長9.9cm、幅4.9cm、厚さ2.6cm。⑨は偏

平片刃石斧であり、その中でも手斧(チョウナ)に属するものであるが、基部と刃部の

一部を欠失する。石材は粘板岩で全体が丁寧に磨かれている。厚さ0.6cm。

石庖丁(第11図3. 4) 

ともに破片であるが、外轡刃半月形態に属するものである。①はP区より出土したも

のである。スレートを石材としたもので刃部は片刃を呈する。②は粘板岩系の石材であ

り、片刃である。

石鎌(第11図5) 

内轡刃形態の両刃式のものである。石材はスレートで風化が著しいため使用痕などは

不明である。現在長4.8cm、幅3.1cm、厚さ0.4cm。

石錘(第11図6. 7 . 8、第12図6) 

⑤は基部と縦半分を欠失したものである。円柱状を呈し、先端が尖り気味となり、中

央部l乙孔を穿ち、その孔より基部にかけて溝をつけた形態である。基部に横に入る小溝

は装飾を施したものと思われる。石材は赤褐色の滑石を使用している。⑦も滑石製であ

るが、その形態は不明である。ただ中央部と思われる付近に孔が認められる。③は⑥と

同様の形態を呈するが、小品である。固は両端を尖らした円柱形態のものである。両端

l乙2-3条の小溝を穿っているが、これは溝が交り合っている。灰色を呈するが石質は

不明である。長さ5.3cm、径1.2cm。

紡錘車(第11図 9) 

有段形態で、二段形式のものである。上段と裏面に各々線刻文様を施している。石材

は青味がかった滑石を使用している。直径5.1cm、孔径0.9cm。

砥石(第11図10)

平面が長方形を呈し、中程から欠失しているが、 4面を使用している。幅の広い面は

よく使用された形跡があり、中央付近が凹んでいる。石材は砂岩質であるが堅く微密で

ある。現在長8.0cm、幅4.0cm、厚さ3.lcm。

凹石(第11図11)

平面が楕円形を呈し、中央がやや凹んでいる。凹み部分はほぼ円形を呈する。乳白色

の砂岩系の石材を使用し、両面を利用している。長さ10.8cm、幅8.0cm、厚さ4.5cm、凹
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石鎌(第12図3. 4 . 7) 

③、④は黒耀石製で比較的扶りの浅いものである。③は半磨製であって、縄文時代早

期や前期に多い手法である。⑦は茎と先端を欠失するが磨製有茎石鍛で、やや大きめの

柳葉形のものになると思われる。石材は灰白色の粘板岩系のものを使用している。

yojp 
G自ら2

石錐(第12図5) 

黒耀石の縦長剥片を素材とし、右裏面I乙折癌がありカットされている。中央部よりや

や下方l乙ノッチがいれられブランティング調整が施され、先端部加工はやや粗雑である。

また、左表面の上部と右側には自然面が残る。長さ3.4crn、幅3.8crn、厚さ0.7crn。

勾玉(第12図1)

硬玉製で、孔は両面穿孔している。下半を欠失する。

用途不明石器(第11図12、第12図8) 

が円柱状を呈し、柄のようなものとなり、一方(左側)は柾状を呈⑫は基部(右側)

するものである。二次的利用が考えられ横槌的用途が考えられる。石材は砂岩系のもの

である。長さ13.4crn、幅7.4crno(⑤はU区より出土したもので滑石製品である。

土製品(3) 

がある。乙れには孔はなく、尾は

指でとめたような痕跡があり、頭部は指で折り曲げた感じを受けるが詳細は摩耗が著し

いため不明である。胎土は細砂粒を多く含み、暗灰褐色を呈する。長さ2.9crn、幅0.9crn。
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(4)木製品 (第13図)

検出された主な木製品は、 U区より出土した。木製農耕具は5枚重なった状態で、 二

又鍬、 三又鍬などがあり、材質は樫類であろうと思われる。

①と②は二又鍬で上から 1番目と 4・5番目l乙重なっていたものである。歯部が板状

をなし基部から歯にかけて肩をもっ形態である。①は4・5番目からの出土で歯を折っ

たものと思われ、また、上部だけに歯をつけたようであり、 二次的加工を行なったもの

と思われる。柾自に近い木取りをしており、①上部の現在長は21.Ocm、基部孔の幅 3.2

cm。②は20.0cm。

③は三又鍬で歯部先端を欠失する。 2番目に出土したもので、板状をなし、基部から

歯にかけて肩をもっ形態である。基部から歯にかけて縦のチョウナ痕がわずかにうかが

える。柾目材を使用しており、現在長は20.3cm、最大幅15.2cm、基部孔の幅2.9cm。

④は柄振で3番目から出土したものである。歯部をわずかに欠失するが、 3本歯では

ない可能性が強い。基部から歯にかけて肩もつ形態で歯は平面でほぼ正三角形を呈する。

柾目材を横に木取りしている。現在長14.2cm、現在最大幅21.3cm、基部孔の幅3.8cm。

⑤はまな板で半分を欠失する。板状の身部と万柱状の脚台のつく形態である。脚台の

現存は 2個であるが、本来は4個あったものと思われる。柾目材を横l乙木取りしている。

現在長14.2cm、現在最大幅21.3cm、基部孔の幅3.8cm。

⑤はまな板で半分を欠失する。板状の身部と万柱状の)J却台のつく形態である。脚は 2

脚であるが、本来は4脚であったものと思われる。身部表面l乙は節があり、また一隅は

焼けて黒くなっている。材質は不明であるが、やや軟かめのものを使用したと思われる。

現在長46.5cm、現在最大幅13.0cm。

(原田保則)
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4 おわりに

唐津市鶴崎正陵には、銅支を出土したと言われる鶴崎弥生遺跡を始め、東宇木遣木遺

跡、迫頭遺跡など弥生時代から古墳時代の遺跡の存在が知られている。乙の正陵が原始

時代から生活の舞台としての好条件を具備していたことを物語るものであろう。

今回発掘調査を行った森の下遺跡は、溝状遺構を主体とするものであるが、住居祉等

の生活遺構を明確化することはできなかった。乙の区域が削平され水固化された時点で

遺構の破壊がなされたためであろう。この溝状遺構の周辺には、小規模な住居祉の存在

が推擦されるのである。

乙の遺構は、古墳時代前期の所産になるものと考えられるのであって数少ない木製農

耕用具を出土している。隣接する寺ノ下遺跡には竪穴式住居祉群・東宇木遺跡における

井戸祉とともに当時の生活様式を探る手掛りが得られたことは注目される。

また、遺構l乙伴って出土する土器は古式土師器の範時であって、乙の唐津地域の古式

土師器の系譜や、佐賀平野における古式土師器との系統、さらには中国・畿内地方との

関係などの考察など今後の研究課題であろう。

鏡 ・久里地区の閏場整備事業に伴う文化財調査報告書第3集を刊行するが、乙の地区

の調査が終了した時点で総括時l乙考諭したい考えである。(木下 巧)

あとがき

1 .本部報告書第11部は昭和51年度農業基盤整備事業に伴う、発掘調査の報告書であ

る。

2.本報告書の作製は県教育委員会文化課文化財調査第2係で行なった。編集は原田

保則が主に当たり、服部二朗・山本タカ子が協力した。執筆は原田が行なったものを木

下が補足修正した。

3.遺物実測は、原田・山本・池田高子・福島憲子・古賀啓子・中尾とし子、トレー

スは服部・七回忠昭・藤原新子・馬場悦子が行なった。

4.写真は服部・原田・田平徳栄・中島直幸が撮影した。
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1 .夕日山より遺跡を望む

2.遺構の全景
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3.溝状遺構(M-l) (東側より)
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6 .溝状遺構(M-1)出土土器
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7. 0区出土土器
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8.その他の地区出土土器
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9.その他の地区出土土器・石器
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11.木製品
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